
沼津市まちづくり政策課

◎ 本日の内容

□ 計画策定の背景
・自転車活用推進法
・沼津市のこれまでの取組
・自転車のメリット
・計画の内容（項目）
・計画策定スケジュール

□ 沼津市の自転車を取り巻く
現状と課題

・現状、特性
・アンケート結果抜粋（速報値）
・課題のまとめ

□ 計画の骨子案
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沼津市まちづくり政策課

＜図 沼津市の位置＞

１．地勢

•沼津市は、首都100km圏で静岡県東部の東駿河湾地域や伊豆半島への入り口に位置
•南北に細長い地形で、面積186.96k㎡

出典：国土数値情報

沼津市データ
面積 186.96k㎡
海岸線延長 63.021km
東経 138度52分
北緯 36度06分
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沼津市まちづくり政策課

• 市街地部は標高25メートル未満で平坦
• 北には標高1,500メートル以上の越前岳を抱える愛鷹山、南には金冠山、達磨山が立地

１．地勢

＜図 地形の起伏＞

市街地

沼津駅

標高

0-25m

25-50m

50-100m

100-150m

150-200m

200-300m

300-500m

500-750m

750-1000m

1000m以上

愛鷹山

金冠山

達磨山
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沼津市まちづくり政策課

• 今後も生産年齢・年少人口の減少に伴い、高齢化率も上昇の見込み
• 年齢別人口構成比は、静岡県や国と同様、60歳以上が約4割
• 高齢化の進展に伴う高齢者の移動手段の充実が必要

２．人口

13.9% 16.0% 15.6%

8.5% 7.9% 9.4%

9.4% 10.1% 10.6%

13.5%
13.4% 13.7%

12.8% 12.1%
12.1%

12.9% 12.6% 12.0%

28.9% 27.9% 26.6%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

沼津市 静岡県 全国

20歳未満 20～29歳 30～39歳 40～49歳

50～59歳 60～69歳 70歳以上

＜図 人口の将来展望＞ ＜図 年齢階層別人口の構成＞

出典：沼津市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン

出典：沼津の統計R1.10 （沼津市）
統計センターしずおかR1.10 （静岡県）

e-stat人口推計R1.10確定値(全国)

60代以上
約４割
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沼津市まちづくり政策課

２．人口 29

＜図 自然動態・社会動態の推移＞ ＜図 年代別 他市町・都道府県との転入・転出の状況＞

• 自然動態は近年自然減が続き、社会動態は2012年以降増加傾向
• 進学や就労、結婚、子育てなどの担い手となる世代で転出が目立つ
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沼津市まちづくり政策課

• 沼津駅を中心とした鉄道沿線地域において、人口が集中
• 従業者密度は、沼津駅の3km圏内で集中

＜図 町丁目別従業者密度＞

出典：H27国勢調査・
国土数値情報

＜図 人口の分布＞

片浜駅

大岡駅

沼津駅

３km

１km

（人／km2）
出典：H26経済センサス・国土数値情報

沼津駅

30２．人口



沼津市まちづくり政策課

沼津駅

大岡駅片浜駅
原駅

標高25ｍ未満の区域

• 鉄道沿線の平坦な地域に市街地が集中
• 上記以外の北部・南部の郊外部に山林や農地が広がる

３．土地利用

＜図 土地利用の状況＞

市街地が集中
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沼津市まちづくり政策課

４．施設立地

出典：国土数値情報

• 市役所等の公共施設、商業施設の日常施設は、市の中央エリアに分布

＜図 行政施設の立地状況＞ ＜図 商業施設の立地状況＞
出典：大規模小売店舗要覧2020・国土数値情報
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沼津市まちづくり政策課

• 中学、高校共に市の中央エリアに多く、最寄り駅から概ね3km圏内に分布
• 公園は、市の中央エリアに分布

＜図 公園の立地状況＞＜図 中学・高校の立地状況＞
出典：国土数値情報 出典：沼津市HP「公園とみどり」・国土数値情報
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４．施設立地

愛鷹運動公園

門池公園

沼津御用邸記念公園
3ｋｍ

3ｋｍ

3ｋｍ

3ｋｍ



沼津市まちづくり政策課

沼津リバーサイドホテル

東横イン富士山沼津駅北口１

東横イン 富士山沼津駅北口２

ココチホテル沼津

沼津グランドホテル

ダイワロイネットホテル ぬまづ

静鉄ホテルプレジオ沼津

沼津インターグランドホテル

HOTEL INSIDE

KKR沼津はまゆう

ニューウェルサンピア沼津

HOTEL MIWA

三交イン沼津駅前

HOTEL LiVEMAX
沼津駅前

ホテルセレクトイン沼津

ウィンダムグランド淡島

味わいの宿ときわや

海のほてるいさば

西伊豆今宵

出典：沼津市HP・国土数値情報 出典：沼津市提供資料
＜図 宿泊施設の立地状況＞＜図 スポーツ施設の立地状況＞
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• スポーツ施設は、市の中央エリアに多く分布
• 宿泊施設は、沼津駅周辺及び幹線道路沿いを中心に分布

４．施設立地

愛鷹運動公園テニスコート
愛鷹広域公園

愛鷹運動公園

西部市民運動場
市営野球場

沼津市民体育館

大岡公園テニスコート

大岡市民運動場

香陵武道場

勤労者体育センター

中瀬市民運動場

屋内温水プール

戸田Ｂ＆Ｇ海洋センター・戸田テニスコート

サイクルステーション静浦東
（スキルパーク）

DKFREERIDE 
MOUNTAIN BIKE LOGIC
（ＭＴＢパーク）



沼津市まちづくり政策課

• 観光施設は、主に市街地南部の沼津港周辺と内浦地区、西浦地区及び戸田地区の海岸沿いに点在
• 沼津港や御用邸記念公園などの地域資源の活用に向けた交通手段を選択できる環境づくりが必要

観光資源

金
岡
・門
池
地
区

第
３
・４
地
区

沼津市明治史料館沼津市若山牧水記念館
千本松原（千本浜公園)

沼津御用邸記念公園

らららサンビーチ

大瀬崎

煌めきの丘

松城邸

戸
田
地
区

第
１
・２
地
区

沼津港

35４．施設立地

＜図 観光資源の立地状況＞

沼津駅

原駅

片浜駅

伊豆・三津シーパラダイス

内
浦
・西
浦
地
区

あわしまマリンパーク

出典：沼津市観光情報、沼津市地域公共交通網形成計画

観光施設



沼津市まちづくり政策課

レンタサイクル

＜図 レンタサイクル貸し出し位置＞

• NUMAZUレンタサイクル「ぬまクル」 ステーションを４箇所開設
• スポーツ自転車による有料レンタサイクルの実証実験

■レンタサイクル事業「ぬまクル」の概要

貸出日 金曜日、土曜日、日曜日、祝日（年末年始を除く）

貸出時間 午前9時から午後5時

貸出自転車 クロスバイク

利用料 1,000円/日

①NUMAZUサイクルステーション静浦東

貸出日 年中無休（年末年始を除く）

貸出時間 午前9時から午後4時30分

貸出自転車 クロスバイク

利用料 1,000円/日

②くるら戸田 ③三の浦総合案内所

貸出日 年中無休（年末年始を除く）

貸出時間 午前9時から午後6時

貸出自転車 クロスバイク

利用料 1,000円/日

④沼津リバーサイドホテル

出典：NUMAZU CYCLING

364．施設立地

出典：国土数値情報



沼津市まちづくり政策課

• 「ハレノヒサイクル」が、沼津市内で９箇所に設置（ハレノヒサイクルは、三島市・沼津市を中心に展開す
るシェアサイクルサービス）

• 市内のポートは沼津駅周辺が中心で、市全体では設置されていない地域が多い

シェアサイクル

＜図 シェアサイクル位置＞

■シェアサイクル「ハレノヒサイクル」の概要

事業主体 加和太建設株式会社

システム Hello Cycling（オープンストリート株式会社）

設置ポート

9ヵ所
淡島マリンパーク
沼津御用邸記念公園
沼津港（新鮮館前）
甲羅本店八宏園
沼津リバーサイドホテル
沼津グランドホテル
雄大フェスタ北側
プラサヴェルデ
ららぽーと沼津

貸出台数 49台

営業時間 24時間

使用車種 電動アシスト自転車

利用料金 100円/15分、1500円/12時間

運用開始年月 2019年～

出典：ハレノヒサイクルHPから作成

37４．施設立地

出典：国土数値情報



沼津市まちづくり政策課

５．交通特性

（１）交通手段分担率
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56.0%

19.6%

3.5%

18.6%

18.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤

通学

帰宅

業務

私用

全目的

自転車 自動車 鉄道 バス バイク 徒歩

出典：第3回東駿河湾パーソントリップ調査（平成27年）

• 沼津市における代表交通手段分担率は、全目的で自転車が9.1％、自動車が64.9％、公共交通
（バス・鉄道）は5.8％

• 目的別に見ると、自転車分担率は通学で高く、自動車分担率は業務や私用、通勤で高い傾向
• 自転車分担率が東駿河湾都市圏の中で、最も高い割合

＜図 交通手段分担率＞

5.8％

公共交通

出典：第3回東駿河湾パーソントリップ調査（平成27年）

＜図 東駿河湾都市圏自治体との比較（交通手段分担率）＞
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５．交通特性

出典：令和元年度 第46回市民意識調査報告書

• 20～50代は「通勤」による移動が半数を占めるが、60代以上では「買い物」による移動が最も多い
• 平日の主な交通手段は、「自動車（69.6%）」、次いで「徒歩（27.3%）」、「自転車
（19.2%）」

• 「自動車」への依存が高く、特に30～50代では７割を超え、「自転車」の利用は10代が最も多い

＜図 平日のおでかけ目的＞

（２）市民のおでかけ目的及び主な交通手段

＜図 平日の主な交通手段＞
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沼津市まちづくり政策課

（３）地域間流動

•他市町との通勤・通学流動では、鉄道で直結する近隣市町間が多い
•市内から他市町の通勤は、三島市、富士市、清水町、長泉町、通学では三島市が多い
•他市町から市内への通勤は、上記４自治体、通学は長泉町、三島市、裾野市、富士市が多い
•沼津市の昼夜間人口比率は107.0であり、周辺自治体の中でも高い

出典：国勢調査（平成22年）

通勤 通学

40５．交通特性

＜図 他市町との流動（通勤・通学）＞

昼夜間人口比率

沼津市 107.0

裾野市 106.1

小山町 102.6

富士市 99.3

御殿場市 98.7

三島市 97.0

清水町 97.0

長泉町 95.8

富士宮市 95.4

函南町 80.2

出典：国勢調査（平成27年）
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165,779 165,365 165,272 164,965 164,464 164,775 164,384

1.85 1.84 1.83 1.82 1.81 1.80 1.78

2.23 2.21 2.20 2.20 2.17 2.15 2.13

1.08 1.07 1.07 1.06 1.06 1.06 1.06

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

クルマ保有台数（沼津市） 世帯あたりクルマ保有台数（沼津市）

世帯あたりクルマ保有台数（静岡県） 世帯あたりクルマ保有台数（全国）

（台） （台/世帯）

（４）自動車の保有状況

＜図 自動車の保有台数・普及率＞

• 自動車の保有台数は、年々減少傾向
• 沼津市の世帯あたりの保有台数は、1.78台（H30年度）で全国平均の約1.7倍

出典：沼津市（人口と世帯）
静岡県（H30自動車保有台数）

自動車検査登録情報協会（自家用乗用車の世帯あたり普及台数）

約1.7倍

41５．交通特性
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• 静岡県では免許を返納して運転経歴証明書を交付する人が、 増加傾向
• 沼津市における自主返納者数も増加傾向
• 返納した人の移動手段確保を、早めに対応する必要がある

＜図 自動車免許返納後の運転経歴証明書交付件数推移 （静岡県）＞

出典：運転免許統計 出典：沼津市資料

778 705 613
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運転経歴証明書交付数 【静岡県】（件）

42５．交通特性

（５）運転免許の返納状況

657
815 789

729

974

0

200

400

600

800
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1200

H27 H28 H29 H30 R01

自主返納者数

＜図 沼津市免許自主返納者数＞

（名）

※自主返納者数…1月～12月でカウント、沼津警察署分のみ/65歳以上
（27年度のみ沼津市民、交付率：94.1％）
※人口比は沼津8.5:清水町1.5程度
※沼津署以外の署で返納した分は算入していない
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（６）市内の主要渋滞箇所

＜図 主要渋滞箇所の位置図＞

• 市中心市街周辺において、４区間、８か所の主要渋滞箇所
• 国道１号（市立病院南交差点～江原公園交差点）は、国道１号ワースト１位の主要渋滞箇所
※令和2年6月発表

出典：静岡県道路交通渋滞対策推進協議会資料

区間名 箇所名

原木沼津線～町道

（駿東郡清水町堂庭付近か

ら沼津市役所付近）

常庭

柿田

香貫大橋

西

本郷町

沼津市役

所前

足高三枚橋線～国道414号

（沼津市岡宮付近～沼津市

下香貫付近）

岡宮

共栄町

杉崎町

三園橋

沼津市役

所前

下香貫

国道1号

（沼津市共栄町付近～沼津

市西椎路付近）

共栄町

江原公園

西椎路

富士清水線

（沼津市三園橋付近～沼津

市西間門付近）

三園橋

西間門

15

16

17

18

箇所

⑪ 口野放水路

⑭ 上石田南

⑮ 東下石田

⑯ 静浦西小入口

⑰ 東名岡の宮橋南

⑱ あまねガード南

⑲ 原踏切（ＪＲ・東海道本線）

⑳ 原東町

43５．交通特性

令和2年度
国道１号ワースト１位の主要渋滞箇所
（市立病院南交差点～江原公園交差点）

主要渋滞箇所の選定方法
一般道、直轄国道における区間延長あたりの損失時間を基に選定
「ピーク時旅行速度20km/h以下（信号待ち2回以上等）」
※損失時間：自由に走行できる状態からの遅れで、利用者が損失している時間の合計

出典：国土交通省中部地方整
備局 沼津河川国道事務所

＜図 伊豆半島の道路混雑情報
（平日通常期、朝7時台）＞
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•中心市街地の駐車場に期待する取組みとして、「駐車場からの目的地までの交通手段の確保（公共
交通、シェアサイクルなど）」は約３割

（７）中心市街地の駐車場に期待する取組み

出典：平成31 年度沼津市中心市街地まちづくり戦略公共空間再編に向けた調査・検討等業務委託

＜図 クルマの駐車場に期待する取組み＞

n=118

0.8%

12.7%

26.3%

61.0%

8.5%

16.1%

33.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

無回答

その他

駐車場からの目的地までの交通手段の確保（公共

交通、シェアサイクルなど）

商業施設との連携（駐車料金の割引など）

荷捌き用駐車スペースの整備

まちなみへの配慮（植栽・ベンチの設置など）

中心市街地に散在する駐車場の集約

※ヒアリング調査は、駅駅直近エリア、商業エリア、商
業・業務エリアの時間貸し駐車場内にて調査員による
聞き取り方式で実施

44５．交通特性
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出典：静岡県自転車道等設計仕様書（Ｈ２９．３）、沼津市自転車ネットワーク計画

45

自転車通行空間

自転車道
• 自動車と構造的分離

• 縁石線または柵その他これに類する工作物に
より区画して設けられる道路の部分

自転車専用
通行帯

• 車道上の整備、自動車と視覚的分離
• 普通自転車の通行を指定された車両通行帯

車道混在
• 車道上の整備、自動車と混在

• 車道部の左端部において、交通規制を行わな
いで自動車と混在する走行空間

自転車
歩行者道

• 歩行者と自転車の通行の用に供するために
構造的・視覚的に分離した道路の部分

６．交通基盤

• 「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（平成28年７月国土交通省道路局・警察庁交通局）」に基づき、静岡県は自転車道等
設計仕様書を策定。

• 静岡県自転車道等設計仕様書に基づいた自転車通行環境の整備形態は、「自転車道」「自転車専用通行帯」「車道混在」「自転車歩行者
道」の４種類。 なお、県内に多く存在する自転車歩行者道については、やむを得ない場合に採用するものとしている。

（１）自転車通行環境の整備形態
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（２）沼津市自転車ネットワーク計画

６．交通基盤

• 車道を通行することが大原則という観点で、安全で快適な自転車利用環境の整備を推進するための
「沼津市自転車ネットワーク計画（平成29年11月）」を策定

出典：沼津市自転車
ネットワーク計画

＜図 市街地エリア（長期）＞＜図 市街地エリア（短期）＞ ＜図 郊外エリア（短期・長期）＞

46

路線名 区間
延長
(km)

現況 長期

■国道414号～沼津土肥線ルート

国道414号 口野交差点～沼津御用邸記念公園 約6 車道混在

県道17号沼津土肥線 口野交差点～伊豆市境 約39 車道混在

約45 約45

■静浦バイパス接続ルート

県道139号原木沼津線 伊豆の国市境～大平 約2 車道混在

約2 約2

約47 - 約47

自転車道

自転車専用通行帯

車道混在 約47 - 約47

小計

合計

整備形態別集計

小計

出典：沼津市自転車
ネットワーク計画

出典：国土数値情報
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（３）自転車通行環境整備状況（令和元年度末時点）

６．交通基盤 47

＜図 自転車ネットワーク計画路線（市街地エリア）＞ ＜図 自転車ネットワーク計画路線（郊外エリア）＞

・沼津市自転車ネットワーク計画に基づき、自転車通行環境整備に平成30年度より着手
・計画に基づき、着実に自転車通行環境整備に取り組んでいる

凡例

平成29年度以前整備箇所
（自転車ネットワーク策定前）

平成30年度整備箇所
（自転車ネットワーク策定後）

令和元年度整備箇所
（自転車ネットワーク策定後）

自転車歩行者道

計画路線

出典：沼津市自転車ネットワーク計画・国土数値情報出典：沼津市自転車ネットワーク計画
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4%

15%

4%

4%

57%

29%

35%

19%

9%

38%

35%

6%

9%

16%

3%

1%

6%

12%

2%

5%

62%

28%

41%

25%

7%

38%

35%

12%

10%

25%

3%

4%

9%

12%

4%

10%

48%
26%

36%

20%
15%

35%

32%

18%

21%

25%

2%

5%

0 10 20 30 40 50 60 70

シェアサイクルのサービスが充実する(ポートの数が増える、料金が安くなるなど)

自転車の購入補助や低額リースが利用できる

自転車の乗り方やメンテナンスに不慣れな人向けの講習会を受けることができる

スポーツバイクや電動アシスト自転車などの様々なタイプの自転車の試乗や体験ができる

自宅から目的地まで安全・安心・快適に自転車で走れる道路空間が整備される

街灯が整備される（夜でも安全に自転車が利用できる）

十分な数の駐輪スペースが整っている

バス停や駅に直結した駐輪スペースが整っている

目的地等でシャワーや更衣室、ロッカーを利用できる

自転車を使う人がルール・マナーを守っており、気持ちよく自転車を利用できる

クルマやオートバイのドライバーが自転車に配慮していて安心して自転車を利用できる

自転車で走るルート上に屋根付きのベンチやカフェなどの休憩施設がある

自転車で走りやすい道や楽しい道を示したマップ（紙やＷＥＢ）を利用できる

自転車を利用することでお得なサービスを受けることができる（公共交通の割引など）

その他

どんな環境が整っても自転車を利用したくない

通勤・通学 買い物・食事等 余暇

（４）自転車利用環境に関する市民の意見

•自転車利用意向につながる取組として、「自転車通行環境の整備」が利用目的によらず、最も高い割合
を占め、安全、安心、快適に自転車で走れる道路空間の整備が望まれている
•２番目に「十分な数の駐輪スペースが整っている」が、続いて、３番目に「自転車を使う人がルール・マ
ナーを守っており、気持ちよく自転車を利用できる」が高い割を占め、駐輪スペースの充実といったハード面
の対策と、ルール・マナーの浸透といったソフト面の対策が望まれている。

出典：自転車利用に関するアンケート調査（令和2年8月実施）＜図 目的別の自転車利用意向＞

48６．交通基盤
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利用料 利用時間 収容台数 備考

大手町 500台

添地 710台 （うち自転車565台）

南口第1 481台 （うち自転車429台）

南口第2 650台

北口第1 150台 （うち自転車130台）

北口第2 1,124台 （うち自転車1,060台）

北口第3 56台

北口第4 46台

870台 （うち自転車800台）

610台 （うち自転車535台）

264台 （うち自転車244台）

無料 終日

駐輪場

片浜駅

原駅

大岡駅

沼津駅

• 市営駐輪場は、沼津駅・片浜駅・原駅・大岡駅周辺に整備
• 利用料金は無料、利用時間は終日

（５）駐輪場整備状況

出典：沼津市HP＜表 市営駐輪場整備状況＞

＜図 市営駐輪場位置図＞出典：国土数値情報、沼津市HP

地理院タイル

北口第１駐輪場

添地駐輪場

大手町駐輪場

南口第２駐輪場

南口第１駐輪場

北口第３駐輪場

北口第２駐輪場

沼
津
駅

片
浜
駅

原駅

大
岡
駅

片浜駅駐輪場

原駅駐輪場
大岡駅駐輪場

北口第４駐輪場

49６．交通基盤

出典：国土数値情報
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（６）駐輪場利用状況

＜図 市営駐輪場の利用率（年平均駐車台数/収容可能台数）推移＞

• 平均駐車台数は、概ね横ばいまたは減少傾向
• 沼津駅北口第一、第三駐輪場において、利用率100％超が続いている一方、沼津駅南口の駐輪場で
は利用率40％前半から約80％を推移
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＜図 市営駐輪場の年平均駐車台数推移＞

50６．交通基盤

利用率100%以上

（台）

北口第1 北口第3

※駐車台数（日別）：管理人によって毎日定時に目視によるカウント
※年平均駐車台数：駐車台数（日別）の月平均台数を12か月で平均化して算出した台数
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出典：沼津市資料
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（７）放置自転車

• 自転車等放置防止条例が昭和63年に制定
• 近年、駐輪場も整備され、伴って放置自転車の撤去台数は減少傾向

51６．交通基盤

311 338

539

731

262

397

269
184 142 128
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297
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134

82
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33

19 17

530

635
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920

396

479

361

226

436 445

208

67
111

54 49

0

200

400

600

800

1000

Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

南口撤去台数 北口撤去台数

（台）

no. 開設日 台数

1 昭和53年4月1日 130台

2 昭和56年4月1日 429台

3 昭和60年8月1日 535台

4 昭和62年4月1日 800台

5 平成3年9月29日 650台

6 平成11年3月1日 244台

7 平成16年1月13日 565台

8 平成17年1月11日 1060台

9 平成20年3月20日 500台

10 平成24年7月6日 56台

11 平成31年4月1日 46台

5015台

3436台

沼津駅南口第２自転車駐車場

大岡駅自転車等駐車場

添地自転車等駐車場

駐輪場名

沼津駅北口第１自転車等駐車場

沼津駅南口第１自転車等駐車場

原駅自転車等駐車場

片浜駅自転車等駐車場

沼津駅周辺

沼津駅北口第２自転車等駐車場

大手町自転車駐車場

沼津駅北口第３自転車駐車場

沼津駅北口第４自転車駐車場

全体

＜図 沼津駅周辺駐輪場及び放置禁止区域＞

＜表 駐輪場の整備変遷＞

＜図 駅周辺の放置自転車の撤去台数変遷＞

自転車等放置防止条例

条例の改正経
緯

昭和６３年４月１日制定
平成１４年６月２０日改正

放置自転車等
禁止区域指定
状況

・沼津駅北口周辺 昭和６３年１０月１日
・沼津駅南口周辺 平成４年４月１日指定・施行
・大岡駅周辺 平成１１年３月指定、４月１日施行

・沼津駅北口周辺（追加） 平成３０年１２月指定、平成３１年
４月１日施行

周知・啓発 標識を設置、ホームページ・広報ぬまづ等で周知、高校生
に対しては「生徒指導沼駿地区研究協議会」や「沼津市高
校生自転車マナー向上委員会」において説明

出典：沼津市資料
出典：沼津市HP

出典：沼津市資料

出典：沼津市資料
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（４）駐輪場利用状況
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133
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177

142

120
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88
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123

88

72

107

26

68

97

161

36

41

46

23

19

35

6

30

39

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大型商業施設

小売店舗

子育て支援施設

医療・福祉施設

業務施設

教育施設

公共施設

マンション

駐車場

駐輪場

充実している やや充実している やや不足 不足
N=3212

n=339

n=339

n=276

n=334

n=307

n=306

n=330

n=330

n=331

n=321

•中心市街地の機能のうち、駐輪場について「不足」「やや不足」と回答した人は約4割

出典：沼津市中心市街地まちづくり戦略

＜図 中心市街地の機能の立地状況に関する意見＞

約４割

（８）中心市街地における駐輪場に関するまちなか居住者の意見

52６．交通基盤
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＜図 鉄道の整備状況＞

• 市内の中央エリア東西方向にJR東海道本線、御殿場線の２路線
• 鉄道の利用者数は、横ばいで推移

＜図 鉄道の利用者数＞

21,058 20,532 20,852 20,815 20,941 20,829

1,154 1,182 1,237 1,279 1,277 1,317

2,386 2,354 2,369 2,325 2,328 2,314

2,480 2,430 2,447 2,432 2,452 2,479

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

H25 H26 H27 H28 H29 H30

沼津駅 大岡駅 原駅 片浜駅

（人）

出典：沼津市の運輸・通信に関する統計書

出典：国土数値情報

概ね横ばい

（１）鉄道の状況

53７．公共交通
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• 路線バスは、民間事業者３社が中心となり、沼津駅を拠点として放射状に99系統の路線が運行
• 路線バスの一日平均乗車人数は、概ね横ばい
• 運行頻度が乏しい地域や、バス停まで距離があり、利用が不便な地域が存在する

•市では市南部において自主運行バスおよび片浜駅・原駅ではコミュニティバス（ミューバス）を
運行

（２）路線バスの状況

７．公共交通

沼津駅

原駅
片浜駅

14,349 14,162 14,395 14,592 15,110
14,000

0

4,000

8,000

12,000

16,000

20,000

H25 H26 H27 H28 H29 H30

一日平均乗車人員

（人/日） （㎞/日）

＜図 路線バス、コミュニティバス（ミューバス）路線の分布＞ ＜図 路線バスの利用者数＞

出典：沼津市の運輸・通信に関する統計書

概ね横ばい

凡例

平日

0.000000 - 14.000000

14.000001 - 29.000000

29.000001 - 59.000000

59.000001 - 89.000000

89.000001 - 119.000000

119.000001 - 239.000000

239.000001 - 750.000000

平日2019

605.000000 - 5000.000000

5000.000001 - 10000.000000

10000.000001 - 15000.000000

15000.000001 - 20000.000000

20000.000001 - 26178.000000

沼津市市域

1～14本(1日数往復)

15～29本(～1往復/時)

30～59本(1～2往復/時)

60～89本(2～3往復/時)

90～119本(3～4往復/時)

120～239本(4～8往復/時)

240本以上(8往復/時以上)

運行本数（平日）

出典：沼津市地域公共交通網形成計画

路線バス 99系統
（令和元年度時点）

54



沼津市まちづくり政策課

（１）自転車事故発生状況

• 自転車事故の発生件数は増加傾向
• 周辺自治体と比較すると、沼津市は発生件数が最も多く、人口あたりの件数も清水町に次いで多い
• 人口あたりの自転車事故が、周辺自治体と比較すると高い水準で対策が必要

８．交通安全
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出典：静岡県警交通年鑑（H30）

＜図 沼津市の自転車関連事故の発生件数の推移＞ ＜図 他都市との人口あたりの自転車関連事故件数比較（H30年度）＞

■発生件数の推移 ■発生件数の他都市との比較
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•県内の自転車関連事故は、負傷者数は16～19歳が多く、
•死者数は75歳以上で特に多い。
•類型別では６割が出会い頭事故
•周辺自治体よりも、高校生の事故が多い
•年代や場所に応じた安全対策が必要

（２）自転車事故発生状況

出会い頭

57%

右左折時

28%

その他

15%

出典：静岡県警
※沼津署管内（沼津市・清水町内）の事故件数

＜図 自転車事故類型別の内訳（H27）＞

＜図 静岡県における年齢別の自転車関連事故（負傷者数・死者数）比較＞

出典：静岡県警交通年鑑（H30）

（人）

（人）

全280件

■年齢別の自転車関連事故発生傾向

■事故類型

56８．交通安全
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＜図 周辺自治体における高校生の交通事故比較＞
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（３）自転車事故発生地点

•市内で発生している自転車事故は、沼津駅周辺の市街地に集中
•中心市街地周辺では、沼津駅から3km圏内で集中し特に国道414号・高島本町～杉崎町で多発

＜図 沼津市における自転車事故発生地点＞

沼津南部では
自転車事故は
発生していない

57８．交通安全

高島本町～杉崎町

国道414号線
3 km

凡例

[事故類型]

● 負傷事故（n=89）

● 死亡事故 (n=1) 出典：静岡県警事故発生MAP（2018.1～2019.12）
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58

（４）自転車事故多発地点

•高島本町～杉崎町間では新宿町、庄栄町の交差点で多発
•国道414号沿いでは三枚橋町交差点で多発

８．交通安全

＜図 高島本町～杉崎町間の自転車事故多発地点＞ ＜図 国道414号線の自転車事故多発地点＞

三枚橋町交差点

新宿町、庄栄町

出典：静岡県警事故発生MAP（2018.1～2019.12）から作成
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• 静岡県で、令和元年度から「静岡県自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例」を施行し、
「自転車保険加入」及び「乗車用ヘルメットの着用」を義務化
・それを受けて、市では自転車保険加入等のＰＲを広報ぬまづにて実施
• ヘルメットの着用は、「児童・中学生の自転車通学時」に限定、高校生や大人が対象外

（５）静岡県自転車条例

＜図 静岡県自転車条例のチラシ＞

出典：静岡県HP

■静岡県自転車条例

59８．交通安全

■広報ぬまづ

＜図 広報ぬまづ 2019.10.1号＞

対象は、「児童・中学
生の自転車通学時」
であり、高校生・大人
は対象外
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5,000,000

2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

宿泊者数 観光レクリエーション客数

（人）

（１）観光入込客数

９．観光

＜図 観光交流客数の推移（周辺自治体との比較）＞

• 沼津市の年間観光入込客数は、約450万人（平成30年度）で近年は増加傾向
• 宿泊客数に大きな変化はないが、観光レクリエーション客数は増加傾向

出典：静岡県観光交流の動向

＜図 （沼津市）宿泊客数と観光レクリエーション客数の推移＞

出典：静岡県観光交流の動向

観光レクリエーション客数
・観光施設（地点）、スポーツレクリエーション施設、行祭事及びイベント等への
入場者・参加者数等を集計（年間の入込客数が１千人以上のものが対象）

■観光交流客数の推移 ■宿泊客数と観光レクリエーション客数の推移

60

微増傾向

増加傾向

120.8

142.1

110.0

120.0

130.0

140.0

150.0

2018年 2019年

（万人）

＜図 訪日外国人旅行者数の推移（静岡県）＞
出典：訪日外国人消費動向調査（観光庁）

■訪日外国人旅行者数の推移
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（２）サイクルツーリズムに関する取組

• 静岡県自転車活用推進計画の県モデルルートのうち、「太平洋岸自転車道」「伊豆半島1周ルート」が
市内を通過するルート

• 狩野川を通じた伊豆半島、太平洋岸自転車道等を活かした広域的な施策が必要

出典：静岡県自転車活用推進計画

＜図 県モデルルート＞

■静岡県自転車活用推進計画の県モデルルートと太平洋岸自転車道（千葉県銚子市～和歌山県和歌山市に
至る、延長約１,４００ｋｍの自転車道構想

61９．観光

出典：国土交通省「太平洋岸自転車道のアクションプランについて」

＜図 太平洋岸自転車道＞
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• 運動不足を感じているのは、市民の約８割
• スポーツ活動を週１日以上実施している人は、約３割
• 今後行ってみたい運動として７位に「サイクリング」

（１）運動に関する意識、実施状況

１０．運動・健康

8.2 21.7 9.1 5.9 5.6 46.4 3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=607

週に3日以上 週に1~2日程度

月に1~3日程度 ３か月に1~2日程度

年に1~3日 全くしていない

無回答

出典：沼津市スポーツ推進基本計画（H26.3）

＜図 スポーツ活動の実施状況＞
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＜図 運動不足についての意識＞

82.2% 29.9%

＜図 今後行ってみたい運動＞
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（２）運動習慣

１０．運動・健康

出典：沼津市健康増進調査策定のための市民アンケート

＜図 運動習慣（全体）＞
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週に〇日

40.2%

月に数日

9.5%

行っていない

49.4%

無回答

0.9%

（n=672）

男性 （n=276）

女性 （n=391）

20歳代 （n=43）
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＜図 運動習慣（性別・年代別）＞

49.4％

• 市民のうち、運動習慣がない人が約半数
• 特に、30～50歳代で50%を超えて多い
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【女性】

（３）病状別の標準化該当比

• 標準化該当比※では、男性は全てで、女性は糖尿病有病者以外全てが静岡県より高い
• 市民の健康増進をはかる必要がある

＜図 （１） 特定健康診査 標準化該当比（男性）＞

64１０．運動・健康

出典：平成29年度特定健診・特定保健指導に係る健診等データ報告書
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＜図 （１） 特定健康診査 標準化該当比（女性）＞

※標準化該当比は、特定健診での有所見率を年齢調整した上で比較を可能にするための数値。静岡県を基準となる集団として、静岡県での
結果100とした場合の沼津市の結果を算出したもの。
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（４）死因別死亡割合

出典：静岡県人口動態統計（平成30年）

• 沼津市民の主な死因として、三大疾病（代表的な悪性新生物、心疾患、脳血管疾患）が沼津市
51.8％で、県よりもやや高い割合。

＜図 死因別死亡割合（沼津市）＞

5１.8%

65１０．運動・健康

＜図 死因別死亡割合（静岡県）＞

48.9%

出典：静岡県人口動態統計（平成30年）
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参加群 比較対照群

（円）

282人

平均年齢70.2歳

94人

平均年齢70.1歳

（５）運動による効果

• 継続的に運動を実施することで、医療費削減につながる
• 自転車を通勤時に利用することにより、生活習慣病の発症リスクは低減
• コンパクト・プラス・ネットワークによる「歩いて暮らせるまち」の形成により、「健康の増進」等の効果が見込まれる

66１０．運動・健康

出典：株式会社シマノ Health Data File

＜図 利用する交通手段による生活習慣病の死亡・発症リスク＞＜図 見附市運動経験者一人あたりの医療費の推移＞

出典：健康・医療戦略に係る 国土交通省の主な取組

継続的に運動を実施する高齢
者群は、実施しない群と比較して
年間約10万円医療費が少ない

という結果。

見附市運動継
続者：㈱つくば
ウェルネスリサー
チがサポートする
見附市運動教
室への継続参
加者
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項目 市民（18歳以上） 高校生

調査対象
・18歳以上の市民
（無作為抽出2,000世帯）

・市内10校の高校2年生

調査方法
・郵送配布（1世帯調査票2部）
・郵送回収
・又は同封のQRコードよりWEB回答

・各高校経由でQRコードを配布し、WEB回答

配布数 ・4,000票（2,000世帯）

1.沼津東高等学校 286票
2.沼津城北高等学校 149票
3.沼津工業高等学校 204票
4.沼津西高等学校 219票
5.沼津中央高等学校 220票
6.桐陽高等学校 233票
7.加藤学園高等学校 468票
8.加藤学園暁秀高等学校 159票
9.市立沼津高等学校 201票
10.誠恵高等学校 144票

回収数
(2020/8/28)

・回収数：1,045票
（うち調査票540票、WEB回答 505票）

・回収率：26％

1.沼津東高等学校 138票（回収率：48%）
2.沼津城北高等学校 130票（87%）
3.沼津工業高等学校 179票（88%）
4.沼津西高等学校 208票（95%）
5.沼津中央高等学校 171票（78%）
6.桐陽高等学校 100票（43%）
7.加藤学園高等学校 442票（94%）
8.加藤学園暁秀高等学校 88票（55%）
9.市立沼津高等学校 57票（28%）
10.誠恵高等学校 111票（77%）

67市民アンケート調査概要

合計 2,283票

合計
・回収数：1,524票
・回収率：67％
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68アンケート調査（18歳以上市民）主な結果（速報）

27.1% 

71.3% 

36.4% 

44.1% 

4.9% 

28.7% 

1.8% 

11.5% 

7.4% 

2.7% 

3.5% 

1.6% 

0.9% 

0.9% 

59.0% 

58.2% 

40.0% 

若年層（34歳以下）

中年層（35歳～64歳）

高齢層（65歳以上）

全体

64.9% 

57.9% 

89.1% 

66.6% 

25.5% 

26.2% 

3.6% 

21.5% 

7.5% 

15.1% 

3.6% 

10.2% 

0.8% 

1.8% 

0.7% 

2.1% 

1.8% 

1.1% 

若年層（34歳以下）

中年層（35歳～64歳）

高齢層（65歳以上）

全体

8.5% 

13.7% 

4.8% 

10.0% 

71.3% 

75.8% 

74.2% 

73.9% 

20.2% 

10.5% 

21.0% 

16.1% 

若年層（34歳以下）

中年層（35歳～64歳）

高齢層（65歳以上）

全体

乗ったことがある 乗ったことはないが知っている 知らない

7.4% 

6.8% 

5.6% 

71.9% 

81.0% 

72.2% 

76.9% 

20.7% 

12.2% 

27.8% 

17.5% 

若年層（34歳以下）

中年層（35歳～64歳）

高齢層（65歳以上）

全体

乗ったことがある 乗ったことはないが知っている 知らない

シティ車 スポーツバイク 小径車 その他 持っていない

• 市民の6割は自転車を保有しており、うち7割弱はシティ車、2割はスポーツバイクを利用
• 利用者の7割弱はシティ車、2割はスポーツバイクを利用、非利用者のうち4割は自転車を持っていない
• 利用者、非利用者とも9割はシェアサイクルを利用したことが無い

＜自転車保有状況＞

自転車利用者 自転車非利用者33.9% 

36.5% 

14.4% 

31.4% 

61.2% 

58.2% 

74.2% 

62.2% 

5.0% 

5.3% 

11.3% 

6.4% 

若年層（34歳以下）

中年層（35歳～64歳）

高齢層（65歳以上）

全体

乗ったことがある 乗ったことはないが知っている 知らない

「シェアサイクル」は、 まちなか等に複数設置されたポートと呼ばれる駐輪場で自
転車をレンタルでき、好きなポートで返却できるサービスのこと

＜シェアサイクルの
サービスの認知状況と

利用経験の有無＞

（n=275） （n=340）

（n=280） （n=481）

z

■自転車の保有状況や利用経験等（自転車利用の実態や意識・意向）

持っている

64.0% 

持っていない

36.0% 

(n=814)

自転車保有者
(n=521)

シティ車

67.0% 

スポーツバイク

19.6% 

小径車

11.9% 

その他

1.5% 

＜自転車保有状況＞

＜保有している自転車の種類＞
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69アンケート調査（18歳以上市民）主な結果（速報）

10.4% 

15.2% 

19.0% 

19.8% 

23.9% 

30.9% 

18.1% 

22.8% 

16.5% 

51.7% 

38.1% 

33.7% 

通勤通学

買物食事

余暇

思う やや思う あまり思わない 思わない

＜外出目的別の自転車の利用意向＞

自転車非利用者

73.4% 

54.1% 

41.8% 

10.8% 

19.4% 

26.6% 

5.8% 

15.8% 

15.2% 

10.0% 

10.8% 

16.4% 

通勤通学

買物食事

余暇

思う やや思う あまり思わない 思わない

（n=439）

（n=472）

（n=460）

• 代表交通手段としては全体の4割が自分で運転する車、3割が自転車を利用しており、特に20代以下の若者や
70代以上の高齢者が自転車を多く利用している

• 非利用者のうち、通勤・通学目的で3割、買物・食事目的で4割、余暇目的で5割は自転車利用意向がある

■自転車の利用意向（自転車利用の実態や意識・意向）

＜最も回数が多い外出目的での代表交通手段（現在）＞

33.0% 

27.8% 

30.0% 

20.8% 

22.5% 

30.9% 

28.0% 

7.9% 

5.4% 

5.0% 

3.4% 

2.5% 

0.7% 

4.5% 

3.0% 

2.1% 

0.6% 

1.3% 

4.2% 

6.5% 

2.8% 

16.3% 

16.6% 

9.4% 

10.7% 

12.5% 

16.6% 

13.9% 

30.1% 

35.8% 

49.4% 

53.7% 

48.3% 

32.4% 

40.7% 

5.9% 

7.5% 

0.6% 

6.7% 

5.8% 

9.4% 

6.0% 

3.0% 

4.8% 

5.0% 

2.7% 

4.2% 

2.2% 

3.7% 

1.0% 

0.7% 

1.4% 

0.5% 

20代以下

(n=203)

30代

(n=187)

40代

(n=160)

50代

(n=149)

60代

(n=120)

70代以上

(n=139)

全体

(n=958)

自転車 鉄道 バス 徒歩 車(自分) 車(家族等) 自動二輪・原付 その他
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70アンケート調査（18歳以上市民）主な結果（速報）

• 利用者・非利用者、目的別において細かな傾向の差はあるものの、全体として「安全・安心・快適な自転車通行空
間」、「十分な数の駐輪スペース」、「自転車利用者のルールマナー」、「ドライバーの自転車への配慮」が上位を占める

• 利用者の8割は、車道走行時にクルマの路上駐車が原因で危険と感じることがあると回答

自転車利用者 自転車非利用者

＜どのような環境が整えば自転車を利用してもよいと思うか（複数回答）＞

3.9% 

15.4% 

4.2% 

3.9% 

56.8% 

29.5% 

35.4% 

19.3% 

9.5% 

37.9% 

35.1% 

6.3% 

9.1% 

16.5% 

2.8% 

1.4% 

5.6% 

11.6% 

2.5% 

4.9% 

62.1% 

28.1% 

41.4% 

24.9% 

7.4% 

38.3% 

35.1% 

11.6% 

10.2% 

25.3% 

3.2% 

3.9% 

9.5% 

11.6% 

3.9% 

10.2% 

48.4% 

25.6% 

35.8% 

20.4% 

15.4% 

35.4% 

31.9% 

17.9% 

20.7% 

24.6% 

2.1% 

4.6% 

シェアサイクルのサービスが充実

購入補助や低額リース

乗り方やメンテナンス等の講習会

様々なタイプの自転車の試乗や体験

道路空間の整備

街灯の整備

十分な数の駐輪スペース

バス停や駅に直結した駐輪スペース

シャワーや更衣室、ロッカーの利用

自転車利用者のルール・マナー遵守

ドライバーが自転車に配慮している

屋根付きのベンチなどの休憩施設

走りやすさ・楽しさを表示したマップの利用

お得なサービスを受けることができる

その他

どんな環境でも利用したくない

0%20%40%60%80%

5.2% 

10.4% 

3.2% 

4.2% 

47.4% 

24.3% 

23.5% 

16.1% 

7.0% 

27.9% 

24.1% 

4.0% 

7.0% 

10.4% 

3.6% 

17.3% 

7.4% 

9.2% 

2.4% 

3.6% 

49.0% 

17.9% 

33.9% 

15.7% 

2.8% 

29.5% 

24.7% 

9.2% 

8.6% 

17.3% 

3.6% 

15.1% 

13.6% 

11.0% 

3.4% 

11.2% 

44.0% 

17.5% 

27.3% 

17.5% 

11.8% 

26.1% 

26.1% 

17.1% 

20.1% 

20.7% 

3.8% 

12.6% 

シェアサイクルのサービスが充実

購入補助や低額リース

乗り方やメンテナンス等の講習会

様々なタイプの自転車の試乗や体験

道路空間の整備

街灯の整備

十分な数の駐輪スペース

バス停や駅に直結した駐輪スペース

シャワーや更衣室、ロッカーの利用

自転車利用者のルール・マナー遵守

ドライバーが自転車に配慮している

屋根付きのベンチなどの休憩施設

走りやすさ・楽しさを表示したマップの利用

お得なサービスを受けることができる

その他

どんな環境でも利用したくない

0% 20% 40% 60% 80%

安全・安心・快適な自転車通行空間の整備

35.8% 

35.7% 

34.9% 

35.6% 

42.1% 

44.4% 

34.9% 

41.6% 

14.7% 

15.9% 

7.9% 

13.7% 

2.1% 

3.2% 

4.8% 

3.2% 

5.3% 

0.8% 

17.5% 

6.0% 

若年層（34歳以下）

中年層（35歳～64歳）

高齢層（65歳以上）

全体

自転車利用者のみ

＜車道走行時にクルマの路上駐車が
原因で危険と感じることの有無＞

（n=284）

（n=486）（n=284）

ある ときどきある あまりない ない 車道を走らない

ある ときどきある あまりない ない 車道を走らない

通勤・通学 買い物・食事等 余暇

■自転車利用環境へのニーズ（自転車利用の実態や意識・意向）
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64.7% 

82.0% 

52.8% 

81.3% 

94.4% 

98.9% 

93.0% 

99.7% 

97.5% 

92.3% 

94.7% 

95.1% 

95.4% 

69.6% 

33.9% 

16.6% 

18.4% 

7.8% 

4.9% 

1.1% 

3.9% 

2.1% 

5.3% 

4.2% 

3.5% 

1.8% 

1.4% 

1.4% 

28.7% 

10.9% 

0.7% 

3.2% 

0.4% 

0.4% 

2.5% 

1.1% 

1.4% 

2.8% 

30.4% 

車道通行が原則、歩道は例外

車道の左側を通行する

標識がある場合等だけ歩道通行可

歩道走行時は車道側を徐行

飲酒運転の禁止

二人乗りの禁止

並進の禁止

夜間のライト点灯

信号を守る

交差点での一時停止と安全確認

傘さし運転の禁止

運転中の携帯電話の使用の禁止

大音量の音楽禁止

児童・幼児はヘルメットを着用

71アンケート調査（18歳以上市民）主な結果（速報）

• 利用者・非利用者とも、小学校での経験が6割を占め、中学～高校になるにつれ経験割合は大きく減少
• 利用者の交通ルールの順守状況として、「車道原則」「車道の左側通行」「標識がある場合等だけ歩道通行可」
が守られていない割合が高く、「自動・幼児のヘルメット着用」は知らない人が3割を占める

自転車利用者
5.3% 

64.2% 

21.8% 

14.0% 

3.5% 

25.3% 

小学校以前

小学校

中学校

高校

それ以降

受けたことがない

4.8% 

59.4% 

17.7% 

12.8% 

4.6% 

30.3% 

小学校以前

小学校

中学校

高校

それ以降

受けたことがない

自
転
車
利
用
者

自
転
車
非
利
用
者

＜自転車の交通ルールの認知・遵守状況＞＜自転車に関する交通安全教育の受講時期＞
（複数回答）

知っており、守っている 知っているが、守っていない 知らない

■自転車ルールの認知・遵守状況

（n=284）

（n=284）

（n=494）
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72アンケート調査（18歳以上市民）主な結果（速報）

• 沼津駅周辺市営駐輪場に対する不満は「遠い」「設備が古い」「暗い」が上位を占め、商業施設の駐輪
場に対する不満は「そもそも駐輪場がない」への回答が多い

• 駐輪場を選ぶ際に重視することは、「屋根がある」「駐輪スペースが広い」「盗難の心配が少ない」が上位
を占めている

自転車利用者のみ

自転車非利用者自転車利用者

＜駐輪場所を選ぶ際に重視すること（上位3つまで）＞
（利用料金、目的地から駐輪場までの距離以外）

＜普段利用する駐輪場に対する不満（複数回答）＞

※1位=3点、2位=2点、3位=1点として集計

356

329

177

142

42

297

9

195

12

屋根がある

駐輪スペースが広い

駐輪スペースが明るい

駐輪場が清潔できれい

駐輪場の設備が新しい

盗難の心配が少ない

シャワーや更衣室、ロッカーの利用

出し入れや支払いがスムーズ

その他

568

351

329

298

59

670

15

313

12 （n=486）

（n=284）

（n=284）

■駐輪場への不満とニーズ（自転車利用の実態や意識・意向）

22.7% 

61.9% 

38.0% 

20.7% 

16.3% 

38.2% 

23.1% 

52.2% 

18.8% 

10.2% 

26.7% 

17.2% 

29.6% 

19.1% 

5.0% 

19.3% 

9.2% 

8.8% 

11.5% 

8.7% 

17.7% 

18.9% 

6.7% 

普段利用しない

そもそも駐輪場がない

駐輪場から目的地まで遠い

自転車の出し入れが手間

屋根がない

スペースが狭い

暗い

汚い

設備が古い

盗難対策が不十分

不満はない

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%沼津駅周辺市営駐輪場 商業施設
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沼津市の自転車を取り巻く現状と課題まとめ
自転車を取り巻く現状と課題 自転車を取り巻く課題のまとめ

• 首都100km圏で県東部の東駿河湾地域や伊豆半島への入り口に位置
• 南北に細長い地形で、面積約186.96k㎡
• 市街地部は、標高25m未満で平坦

• 人口は、平成7年をピークに減少傾向（うち60歳以上が4割）
• 高齢化率が上昇傾向、高齢化の進展に伴う高齢者の移動手段の充実が必要
• 沼津駅を中心とした鉄道沿線地域に人口が集中
• 従業員密度は、沼津駅の3km圏内に集中

• 日常利用施設（行政施設、商業施設等）、スポーツ・公園施設は、市の中央エリアに集中
• 中学（19校のうち15校）、高校（13校）共に市の中央エリアで最寄り駅から概ね3km圏内に分布
• 沼津港や御用邸記念公園などの地域資源の活用に向けた交通手段を選択できる環境づくりが必要
• レンタサイクル「ぬまクル」を市内４か所で実施（クロスバイク）、三島市・沼津市を中心としたシェアサイクル「ハレノヒサイクル」が市内

９箇所で実施（電動アシスト自転車）
• シェアサイクルのポートは、沼津駅周辺が中心で、市全体では設置されていない地域が多い

• 鉄道沿線の平坦な地形で市街地が広がり、北部や南部の郊外部には山林や農地が多い

• 代表交通手段分担率は、全目的で自転車が9.1％、自動車が64.9％、公共交通（バス・鉄道）は5.8%
• 東駿河湾都市圏で最も自動車分担率が高い。目的別では、業務での91.2％と最も高く、次いで私用が69.2％、次に通勤は67.9％である
• 平日の交通手段は、自動車が69.6％と最も高く、特に30～50代は７割を超えている
• 周辺他市町との通勤・通学流動が多く、昼夜間人口比率は１．０７
• 主要渋滞箇所は、市中心市街地周辺で４区間、８か所
• 免許返納後の運転経歴証明書交付が、増加傾向

• 自転車ネットワーク整備計画を策定し、計画的・継続的に整備に取り組んでいる。
• 駐輪場は、市内11か所で駅周辺に整備、無料で利用可能
• 以前は社会問題となっていた放置自転車については、駐輪場の整備等とともに撤去台数は減少傾向
• 駐輪場は、沼津駅北口第一、第三で利用率が100%以上である一方、沼津駅南口は利用率が高くない場所がある
• 駐輪場の立地状況について「不足」「やや不足」が4割でニーズ
• 中心市街地の駐車場に期待する取組として、「駐車場からの目的地までの交通手段の確保(公共交通、シェアサイクルなど」と回答した人は26%

• 自転車関連事故は、平成30年に269件発生（周辺自治体の中で１位）で、近年増加傾向
• 人口10万人あたりの件数は、周辺自治体のうち清水町に次いで2番目に多い
• 県内の自転車関連事故は、負傷者数は16～19歳、死者数は75歳以上で特に多い
• 事故類型別では6割が出会い頭事故
• 市内の事故は、沼津駅周辺の市街地に集中（沼津駅から３ｋｍ圏内で集中し、特に国道414号・高島本町～杉崎町で多発）
• 県で、「静岡県自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例」を施行（令和元年度）
• 「自転車保険加入」及び「乗車用ヘルメットの着用」について義務化」
• 通学路等における交通安全の確保、交通安全教室の実施
• 自転車無料点検の実施、交通安全子供自転車大会への参加

• 鉄道は、市内中央・西エリアに２路線あり、鉄道利用者は、近年横ばいで推移
• 路線バスは、沼津駅を中心として放射状に99系統の路線が運行（令和元年度時点）
• 市南部では自主運行バスおよび片浜駅と原駅を起点にコミュニティバス「ミューバス」を運行
• 運行頻度が乏しい地域や、バス停まで距離があり、利用が不便な地域が存在する

• 年間観光客数は、約450万人（平成30年度）
• 観光交流客数の増加を目指す「サイクリストフレンドリーエリア創造プロジェクト」の一環で、サイクリングツアーの実施、サイクルステー
• ション・バイシクルピットの整備等を実施
• 県モデルルートのうち「太平洋岸自転車道」「伊豆半島1周ルート」の2つが市内を通過
• 太平洋岸自転車道はナショナルサイクルルート（NCR）指定を目指し、通行空間の整備や情報発信等のアクションプランを定めており、連携が必要

• 運動不足を感じている市民は、約8割、週１日以上の運動習慣は市民の約3割
• 市民のうち、運動習慣がない人が約半数、特に３０～５０歳代で５０％以上
• 市民の男性・女性ともに、静岡県よりメタボ該当者や肥満者、高血圧有病者等の所見率が高い
• 健康づくり（自転車通勤等）でポイントを貯めることのできる「ぬまづ健康マイレージ」を実施

地勢

人口

施設立地

交通特性

交通基盤

公共交通

交通安全

運動・健康

土地利用

観光

①：都市環境に関する課題
⚫ 自動車への依存が高く、伴って交通渋滞が発生している
⚫ 多様な移動手段の確保に向けた取組が必要
⚫ 安全・安心な自転車通行空間の整備が必要
⚫ 歩いて楽しいまちづくりと調和した自転車通行空間の

適切な配置
⚫ 利用状況に応じた駐輪場の確保が必要

②：安全・安心に関する課題
● 人口あたりの自転車事故が、周辺自治体と比較すると

高い水準となっている（特に学生と高齢者）
⚫ 自転車の交通ルールの認知が不十分であり、きちんと

守られていない状況にある
⚫ 安全・安心な自転車通行空間の整備が必要（再掲）

③：観光振興に関する課題
⚫ 沼津港や御用邸記念公園などの地域資源の活用に向け

た交通手段を選択できる環境づくりが必要
⚫ 県のモデルルートを活かした広域的な施策が必要
⚫ サイクルツーリズムによる地域活性化に向けた民間事業者

等との連携が必要
⚫ コンテンツの情報発信が不足している

④：健康・運動に関する課題
⚫ 市民の約８割は運動不足を感じている
⚫ 特に30～50代は、７割が平日の主な交通手段を自動

車と選択しており、また運動習慣がない人が５割を超えて
いる

⚫ メタボや肥満者、高血圧などの所見率が県よりも高い

赤字：課題・ニーズ、青字：特徴
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